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ごあいさつ

平成２３年１２月　一般質問ア・ラ・カルト

脱東京電力で経費節減せよ！

2011年５月　
２期目初登庁

Q
●質問（栗原）
東京電力管内の６０市区町村で新たな電
力供給元であるPPS(特定規模電気事業者)
からの電力購入で予想以上のコスト削減
をしているが本市でも導入出来ないか聞
きたい。

プロフィールトピックス

栗原おさむ事務所
※お困り事や不都合な点などございましたら、お気軽にお申し付けください (^^)v
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市民の皆様がどのようなことで困っているのか、必ず現場を見に行きます。

市(行政)に対し、どのようなことで困っているのか、必ず要望を伺います。

市(行政)の担当部署に　必ず伝えます。

相談された方に担当部署と話し合った内容と結果を　必ず答えます。

必
ず
実
行
し
ま
す

新足利日赤東側の活用

[栗原おさむ公式サイト] http://geocities.yahoo.co.jp/gl/ok_kurichan  [Facebook] http://facebook.com/osamu0369jp

　　皆様には、輝かしい新春をお迎えのこととお慶

び申し上げます。

　　昨年の統一地方選挙では、皆様のお力添えを

いただき二期目の当選を果たし、引き続き市政発

展のため邁進することが出来ました。

　　これもひとえに皆様の変わらぬご指導、ご鞭撻

があったからこそと感謝いたしております。

　　今後とも変わらぬご支援を賜りますよう本年も

どうぞよろしくお願いいたします。

　　さて、平成２３年を振り返りますと、３月11日に発

生した東日本大震災による直接被害及び東京電

力福島第一原子力発電所による放射線飛散によ

る汚染被害並びに風評被害がありました。

　　被災地は未だに復興の途上にあり、収束の道

筋が見えて来ない中ではありますが、改めまして

震災に遭われた方々には衷心よりお悔やみ、お見

舞いを申し上げるとともに、東電の放射線汚染に

遭われ未だに避難生活を強いられている方々に

は一日も早い避難生活の解除を願っております。

　　ところで、未曾有の大災害の発生にもかかわら

ず、日本人が元々持っている品格・道徳観として

の「謙虚さ」「礼儀正しさ」などは、世界から「奇跡

の冷静さ」と驚愕の声が寄せられました。

　　日本人は規範意識等を失いつつあるとの見方

もありましたが、非常時においてそれらは見事に

発揮されており、改めてしっかりと次代に引き継い

でいかなければならないと確信いたしました。

  さて、平成２４年は、干支(かんし）では「みずのえ

たつ」漢字で書けば「壬辰（じんしん）」です。壬（じ

ん、みずのえ）は、ふとい、腹の膨れたさま、人当た

りが良いとされ、辰（たつ、しん）は、元気よくふる

いたつ様といわれており、昇竜のごとく世相が上

昇していくよう国政も・市政も政治がしっかりしな

ければならず、決して画竜点睛を欠くことのない

よう努力してまいります。

A
●答弁（市長）
市有施設８０箇所のうち、対象となる契
約電力５０キロワット以上の市庁舎や小
中学校など約４０箇所でPPSの利用が可能
であるので、平成２４年度からの電力購

入に向け準備し経費節減に努めていく。

■足利市議会

　　教育経済常任委員会 副委員長

　　農業委員会 委員

　　社会教育委員会 委員

　　公設地方卸売市場運営協議会 委員

　　都市計画審議会 委員

　　議会改革推進協議会 理事

　

■政党活動

　　自民ネクスト（会派） 副幹事長

　　自民党足利支部青年部 副部長

　　自民党県連青年世代議員の会 常任幹事

　　自民党県連再生内部ＰＴ 委員

　　自民党県連遊説局 次長

　

■政治塾

　　自民党中央政治大学院２０１０ 修了

　　自民党とちぎ未来塾第１期・第２期 修了

　　自民党とちぎ未来塾第３期 受講

　

■地域ボランティア

　　栃木県立足利工業高校 評議員

　　足利市立山辺中学校 評議員

　　山辺地区社会福祉協議会 理事

　　山辺地区青少年育成会連絡協議会 監事

ふれあい広場ゾーン

拠点施設ゾーン

新足利日赤

　医療福祉拠点用地（足利競馬場跡地）は、新足
利赤十字病院部分(5.74ha)と公園部分（敷地内東側
から南側にかける五十部運動公園4.7haと西側にあ
る五十部公園1.28ha）として利用されており、残
りの部分(7.3ha)は、医療福祉系高等教育機関の誘
致を目指しておりました。
　しかしながら、少子化の進行や大学の都心回帰
化等の状況変化等により、その誘致方針を見直し、
このたび市は新たに公共施設用地として活用する
方針を打ち出しました。
　活用のコンセプトは「子どものための施設」で
すが、詳細は多くの市民の意見をお聞きしながら
今後市において案を策定します。

　土地利用の課題としては、上空に66,000ボルト
の送電線が南北に走り、地中には集水暗渠が東西
に埋設され、隣接する道路との段差（最大で3メー
トル）など があります。
　「財政難であるから違った土地利用にすべきで
ある。」という意見や「中途半端な施設とせず両
毛地区の拠点施設となるようなものにすべき」な
ど両論ありますが、私は、この土地の方針転換を
したことは遅過ぎるとはいえ高く評価しており、
市勢発展の新たな起爆となるよう十分な議論のう
え、多くの市民が望む方向性を示したいと考えて
おります。

　是非、多くのご意見をお寄せください。

五十部
運動公園


